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重要取組シート 

取組項目 中百舌鳥エリアを核とした新産業の創出 

現状・課題 

【現状】 

○全国的に事業所数が減少する中、新たな経済活動の担い手であるスタートアップ企業

については、主体やスタイルが多様化している。 

○本市には優れた製品・技術を有する成熟した中小製造業が多く立地し、強みを活

かした新たなビジネスを創出するポテンシャルを有している。 

○中百舌鳥エリアは、大阪市中心部へのアクセス性に優れ、大阪府立大学のほか、

さかい新事業創造センター（S-Cube）などの産業支援機関が立地するなど、イ

ノベーション創出の中心的役割が期待される。 

○スタートアップ支援の推進等を目的として、大阪府や大阪市、産業界等とともに、

昨年 10月に大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアムが設立される。 

【課題】 

○新型コロナウイルス感染症拡大の影響で経済活動が収縮する中、起業支援対象者の

発掘と起業スタイルに合わせた支援が必要となっている。また、S-Cube入居企業

以外の創業者に対しても、民間企業等と連携した支援の充実を図る必要がある。 

○大学の研究シーズとスタートアップ企業や中小製造業者との産学連携による新産

業の創出を図る必要がある。 

○中小製造業の優れた製品・技術を活かし、成長産業分野への進出支援や、成長を

促すための若手経営者等に対する支援を行う必要がある。 

取組みの 

内  容 

○S-Cube 入居企業以外の創業者に対しても専門人材によるきめ細かな支援に加

え、スタートアップ企業の成長を加速させるアクセラレーション講座やこれから

の起業に必須となるプログラミング講座のほか、学生を含む若者を中心とした起

業機運を高めるためのアイデアソン（新しいアイデアを生み出すために行われる

イベント）やビジネスプランコンテスト等を実施。 

○府立大学等のシーズ発掘とスタートアップ企業や中小製造業者との産学連携の促

進を支援。 

○成長産業分野の一つである健康・医療分野への参入をめざすため「さかい健康医

療ものづくり研究会」を中心に新製品開発や業許可取得等を支援。 

○次代を担う若手経営者等に対し、新機軸となる事業創出（第二創業）に向けた  

ビジネスモデルの策定を支援。 
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前期 

（～7月） 

□ 起業家＆予備軍オンライン交流会（４月） 

□ 起業家育成キャンパス（オンライン受講）（5～６月） 

□ プログラミング講座（6～８月） 

□ 潜在的アントレプレナーの支援（随時） 

□ 大学シーズ調査（6月～） 

□ 第二創業促進支援事業キックオフセミナー及び支援対象企業選定（７月） 

□ 「さかい健康医療ものづくり研究会」による医工連携のマッチング（随時） 

中期 

（～11月） 

□ アクセラレーション講座（8月～） 

□ プログラミング講座（10月～） 

□ 潜在的アントレプレナーの支援（随時） 

□ 大学シーズの調査（～９月） 

□ 大学シーズサポートマッチング会（９月、11月） 

産業振興局 商工労働部 

ものづくり支援課 
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□ 第二創業促進支援事業におけるビジネスモデル策定支援を開始（９月～） 

□ 創業者等によるビジネスプランコンテストの開催（10月）※府大連携 

□ 対象（シニア・女性）別起業セミナー開催（随時） 

□ 「さかい健康医療ものづくり研究会」による医工連携のマッチング（随時） 

後期 

（～3月） 

□ アクセラレーション講座（～３月） 

□ プログラミング講座（～2月） 

□ 潜在的アントレプレナーの支援（随時） 

□ 大学シーズサポートマッチング会（12月） 

□ 大学シーズ発表セミナー（1月） 

□ 第二創業促進支援事業におけるビジネスモデルの成果発表会を開催（２月） 

□ 創業者等によるビジネスプランコンテストの開催（1月）※大信連携 

□ 対象（シニア・女性）別起業セミナー開催（随時） 

□ 「さかい健康医療ものづくり研究会」による医工連携のマッチング（随時） 

次年度 

以降 

□ 効果検証を踏まえた事業展開 

 


